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はじめに
次世代育成行動計画として国が方策を講じ，
１）
そ
の後区市町村にいたるまでの地方自治体が第一期
として平成 17年度から 21年度までの５年計画を
実施，この３月で取り組みの点検評価をした上で，
第二期として平成 22年度から 26年度までの策定
を示している。
２）
子育て支援をどのようにすすめて
いくのかについては，それぞれの自治体の真価が
問われてくる。どの地域も「住まうにはこの町」
を目指している。出生率が多少なりともあがった
とはいえ，その一方で，虐待の事例はすぐそばの
保育園にも，地域の一般家庭にも見受けられるよ
うになってきている。報道される虐待事例は，目
を覆うばかりの経緯の中で死に至っているものが
多い。命の叫びを聞いていたという地域の人たち
は，それほどのひどさではないと思ったとも言う。
救えなかったのだろうかという思いが痛みとして
残る。虐待防止の手引き
３）
が平成 21年３月に厚生
労働省から刊行されている。子どもをどのように
して助けていくのかについて詳細に記載されてい
る。福祉や子育て最前線にいる専門職としての責
務の果たしかたが見出せる。
現代を同じように生きている大人がなすべきこ
とはいったいどのようなことなのだろうか。筆者
の一人の八巻は，児童福祉施設保育士としての長
年の経験のなかで，児童相談所一時保護所の保育
士として 10余年の経験をしてきた。その場に来
る子どもたちのそれぞれのその後の行き先が決ま
るまでの期間に，子どもたちとの生活ともにしな
がら，保育士として対応してきた。現在はその職
を辞した。多くの子どもたちが現在もなお，そこ
で一定期間暮らしている。一時保護所だからこそ，
子どもたちの生活の身近だからこそ見えてくるこ
となどがある。
本論では，児童相談所の一時保護所での子ども
の生活について再考し，限られた期間のなかで子
どもたちとの質的対応の可能性を探るべく，保育
を探ることと，保育士の役割についての検討をす
る。
Ⅰ．児童相談の流れと一時保護所について
１）児童相談の流れ
児童相談は図１
７
に示すような流れがあり，相談
の種類を区分すると表１のように多岐にわたる。
昨今は相談として受け入れていく経路としては，
地域住民からの通告が増えてきているという。
２）一時保護所について
相談を受け入れ，その子どもを保護者との生活
の場から離れて一時的に生活の場として受け入れ
ていくところが一時保護所になる。保育士として
の役割の主たるものは，この場における生活指導
になってくる。保護の場として預かる子どもたち
は，さまざまな問題を秘めている。そのことを生
活をともにしながら，観察をおこない，「一人の
子ども」に対してどのように接していくといいの
かについてのヒントになるものをも見出していく。
子どもたちの対象年齢はおおむね 2歳から 18歳
までであり，その年齢層の幅の広さゆえに，その
場で出会う子どもの抱える「問題」も幅広く深い。
一時保護所は子どもたちがこれから先の生活にお
いて，この場を居として定めて生活をしていくこ
とになるという場ではなく，次なる居をもつ前の
場である。その限定された期間のなかで，問題ゆ
えにこの場で暮らすことになった「子ども」と日々
を施設関係者たちが関わりながら過ごしていく。
子どもたちの生活は，幼児（未就学児）と学齢児
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「かえる」を繰り返す。食事を拒否し，その
場に座ったまま動かない子どもたち，夜にな
ると窓に顔をくっつけて「お迎えいつくるの」
と聞くなど，がある。「虐待」ではないかと
判断された子どもたちにおいての観察事項と
してある。
問題の内容として警察の補導などで来た子
どもたちは「ふざけんなよ」「みんなやって
んのに」「親を呼んで」と納得できない気持
ちをさまざまな言葉などの表現で精一杯訴え
る。保護者が身元引受人として拒否したから
こそここにいるということの理解ができない
ままのときの表現である。身元引受人として
拒否したためにここにいることがわかると
「裏切った」「むかつく」など，親へのいきど
おりの思いを訴える。
②規則正しい生活のなかでのとまどいを苦痛な
こととして表現する段階
親の生活のサイクルのなかで昼夜逆転の生
活などを送ってきた子どもたちにとっては，
規則正しい生活を送ることが戸惑いになる。
苦痛であるという言葉をもらしてくる。以下
がよくあげられる事項である。
・決まった時間におき，決まった時間に寝
ること
・食堂の席に着くこと（知らない同士のな
かで食べること，など）
・食事を取ること
・勉強のために椅子に座ること
・多くの人と接すること
③生活のリズムを見出していき，自分の興味関
心あるものに目を向けることや得意なものを
見つけていくことができるようになる段階
保育士は，子どもたちの生活を指導しながら，
なぜこの一時保護に至ったのかについて軌道修正
することはなにか，これからどのような生活をし
ていくのかについて探っていく。栄養士，看護士
など専門職同士の連携をもちながら，一人ひとり
の問題と生活に向かいあう。今後の方向性をさぐ
るのに，日々の生活のしかたの言動などから子ど
もの思いを探っていくことになる。保育士に課せ
られてくる重要な役割である。
②の段階がとりわけ重要になる。さまざまな苦
痛を訴えてくることから見出せてくる子どもの，
これまでの心のなかに抱え込んでいた内容が，そ
の「苦痛という表現」のなかから見えてくる。こ
の②の時間がかなり重要になる。積み上げていく
日々の時間が癒していく過程そのものでもある。
子どもが安定してきてこそ，苦痛も述べられるこ
とになる。一段階を経てきたととらえていくこと
で，その先の対応を急がないことは重要になる。
子どもによって，この段階がかなり長いことも多
い。丁寧にすすめていくことで，子どもとの会話
が増えてくることがある。そこで会話を重ねなが
らのなかに，子どもの思いを読み取り，秘めてい
たつらさを見出していくようにしていく。それが，
動きを，子ども自身が自らとるようになってくる
ことにつながる。
②から③への段階のなかで，とりわけ子どもの
会話から見出せた典型事例とも思える問題につい
て，向かい合いかたを紐解いてみることにする。
Ⅱ．事例「塊」
中学３年生女児。妊娠に気がつくが，相手が誰だ
が解らない。
病院へ行くには保険証を使う。お金がいる。親に
は話せない。どうしようという思いばかりが募り，
おなかは日々大きくなっていった。
ある日自宅のトイレで子どもを産み落とした。
新しい生命は，トイレに溜まっていた数センチの
汚水に浸かり溺死した。
家人が発見し，救急車を呼んだがすでに死亡して
いた。
その家の娘である中学３年生女児が，警察に補導
される。
図Ⅰの経路をとおり非行児童として扱われ事情聴
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取を受ける。
「なんで警察に補導されるの？」
「意味わかんない」
「殺人？誰が？」
「死体遺棄？だれが？」
「だれのこと言ってんの？」
「意味わかんない」
事情聴取の答えにはならず，身柄通告という形で
児童相談所に一時保護された。
そこに入ってもなお気持ちがおさまらない。
「人に迷惑かけてないじゃん」
「なに？一時保護って？」
「親は？迎えに来ないの？」
「なんで家に帰れないの？」
「意味わかんない」
一時保護所の生活は，本人にとって苦痛なことで
ある。
入った時点から「意味わかんない」といって納得
ができていなかったため，悪態をつくこともしば
しばあった。
②の生活を繰り返す中で，保育士は彼女と話し合
いを繰り返しながら本音を聞きだしていく。
「早くおなかから出て欲しかった」
「おなかから塊がでてすっきりした」
「だって好きな人の子どもじゃなかった」
「子どもなんてほしくなかった。」
「子どもがいたら邪魔でしょ！」
「塊だよ」
「かわいい？」
「かわいそう？」
「なんで？」
「人に迷惑をかけてないじゃん」
「塊だよ。」
彼女の言葉を振り返ってみると，本人が何をし
て一時保護されたのか理解ができていない。
これまでの生活の中でも規範を学びきれていなかっ
たことに保育士は気づかされた。
彼女から繰り返し出された素朴な言葉。
「意味わかんない」
「だれが？」
「なんで？」
その言葉をよく受け止めてみると我々おとなに
投げかけられた問題が見えてくる。
彼女をどうしてそのようにさせてしまったのかと…
非行児童という扱いで援助していってよかった
のだろうかと…
今だから考えられることについて検討してみる。
１）「性」の問題
少女が中学３年生まで，幼児期から児童期，思
春期にいたるまで，どのような教育がなされてき
たのかは，保育・教育歴を聞いてもその内容の詳
細はわからない。しかし少なくとも思春期を向か
えているこの時期までに，少女が理解できるよう
な言葉で，「性」について，「性行動」と「妊娠」
について理解できるように教えていなかったこと
は事実であろう。少女が理解をする機会はあった
はずである。遅くとも，小学校における保健体育，
あるいは理科教育のなかでも，体の第二次性徴の
こと，動物の性と人間の性のこと，など。学んで
理解するまでの過程がしっかりとおさえられてい
ない。充分に理解するような時間とその機会が得
られていなかったのではないかと思われる。
性の若年化傾向に対して教育現場がどのように
向かうのかについてみてみたところ，見つかった
資料がある。幼児期から高等学校，特別支援学校
までの，まさしく幼児から思春期までを対象とし
た，「すべての教職員が取り組む 性教育指導マ
ニュアル」
５）
である。愛媛県教育委員会が 21年３
月に作成している。幼児期からの発達段階をみな
がら，そこで「性」についての理解を深めること，
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命を生み出す性の一人ひとりについて，さら人を
思いやる気持ちについても加えられており，指導
案とともに言及している。教育現場の実際として
は，教員はどのように取り組んだらいいのかと，
迷い，悩むことが多いなかでは，大変示唆に富む
内容である。発達段階に応じた教育について，家
庭や保健所などと連携を図りながら行っていくも
のとしている。このように教育の現場で，子ども
をとりまく全ての大人たちが，共通認識をもって
連携を図って取り組みをすすめていくならば，こ
の少女も理解できる教育の機会が与えられたので
はないかと考えられる。
「性」というテーマでくくりながら，関連する
ことについてときほぐし，発達段階にあった教育
がなされていけば，理解は深まってくるというこ
とが想定できよう。彼女のことばは，今までかか
わった大人側に課題を投げかけているともとれよ
う。愛媛のような取り組みをしていない自治体は，
この少女のようなことが起こらないように，関係
する全教職員が取り組み，連携を図っていかない
と，この「意味わかんない」が繰り返されていく
ことになる。その循環は避けたい。
２）「生命」の問題
生きる・生きているということの認識も理解す
る機会がなかったのかと思える。
「人間は生きている」「呼吸をしている」おな
かに宿ったのは「人間である」「命をもった」と
いうことである。人形やロボットではない。「呼
吸をしている」「生きている人間である」という
ことの理解はどこで育まれるのであろうか。
生きものには命があるということは生物の飼育
においてもみえてくる。生と死についての理解の
契機ともなる。生み出すことがある性の仕組みを
も理解した上での「命の誕生」と「育ちの理解」
について，学ぶ過程をも準備して提供していくこ
とであろう。
中学生の体験学習としての，保育の授業をの取
り組みの例もある。「赤ちゃんが生まれる」
６）
「あ
なたが生まれた日」
７）
という絵本と赤ちゃん人形を
持参して，命のこと，あかちゃんのお世話のこと，
赤ちゃんがすでにかなり優れていること，
８）
などの
話をすると，そのことへの理解の一助になるよう
である。子どもとの直接体験ができる子どもの広
場のジュニアサポーターにもなってくれる。生活
のなかでの生きた赤ちゃんとのふれあいは，今ま
での自分の命が育まれた道のりがみえてくるよう
に思えるようである。このような体験の契機とな
る場の経験をいかに組んでいくのかも重要な課題
になろう。
「生命」の問題は，小学校，中学校，高等学校
の学習指導要領
９）
の中では，体育・保健・家庭科・
道徳・理科や学級経営のなかで指導されている。
しかし，それぞれの教員の努力によってするので
はなく，性の取り組みのように，命というテーマ
のなかで取り組めることが望ましい。保育・幼児
教育・学校教育の中では，保育者，教育者である
教員たちが，子どもたちに解るようなことばを選
択しながら進めること，そして方法論をしっかり
と検討した上で授業を展開していくことが望まれ
る。教育現場との連携の取り方もかかわろう。
３）「犯罪」の問題
殺人は犯罪行為になる。小さな生命は，大きな
手で口を塞げば呼吸をしなくなる。
大きな布を被せれば，呼吸をしなくなる。水も
同様で，数センチの水にうつ伏せの状態で放置さ
れれば呼吸をしなくなる。
人を殺せば「殺人」，それを放置すれば「遺棄」
になる。罪になること，そのことが自分の生きる
道のなかで重たくのしかかってくること，さらに
そのことによって，法の裁きを受けることになる。
社会の中での規範としての「法」ついて，生活の
なかで学び，理解できるようになるには，日常の
なかでその仕組みについて，大人たちが丁寧にか
かわるということであろうか。さらに保育・教育
の現場で積み上げていくことと連動させていける
ようにすることであろう。どのようにしていくの
かの具体策を多く提示しながら，ともに検討しあ
うことから始めていかなくてはなるまい。
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１）から３）までのテーマについては，人間と
して，人として生きていくときの基盤になる事柄
でもある。この少女の周りには，そのことを学ぶ
お手本になり，向き合って，素朴な疑問に応えて
くれる大人たちがいなかったことになる。それだ
け少女の叫びが聞こえる。「意味わかんない」の
言葉の意味は，大人に向けられた，厳しい激しい
叫び声であり，「助けてください」という意味を
もった同義語としてみなせるのではないだろうか。
「非行少女」という扱いをする事例としては，あ
まりにも重い。保護者のなかで出会い，そのごの
生活は，自立支援施設になるであろう彼女に対し
て何ができるのだろうか。それまでの大人たちが
彼女自身に考える機会の提供や学ぶことついての
援助をしてこなかったことについて，あらためて
考えなおしてみた。ふと漏らした言葉を，その叫
び声を聞きとめていくことから始まり，その子ど
もの痛みを，真に受けとめていくことで，問題を
抱えた子どもの生きるこれからを仕切りなおして
いくことになると考えられる。これまでに学べな
かったことを，彼女自身が「自ら生きる」という
生活を通じて学ぶ契機をこの一時，保護所のなか
でも見出せるようにしていくことが職員たちに課
せられてくる。とりわけ専門職としての保育士に
課せられてくる。
Ⅲ．一時保護所における保育士の役割
保育士は，子どもたちとともに生活をするから
こそ見出せる。子どもたちの生活を日課のながれ
をおいながら，さまざまに支援・援助していく過
程のなかに，子どもたちのこれからを探る手立て
を挙げた例のように見出せていけるものと考える。
保育士は日課のながれのなかで動いていくことに
流されながら一日が終っていくことになりがちで
ある。保育士はそれを見直して，子どもたちの言
動を聞きとめ，意識化して子どもの心模様として
の情報として収集していき，その意味を探ること
である。子どもたちは生活のしかたの学びなおし
をしながら，時間の経過のなかで安定が得られる
ように，さらに自らの方向性をも模索できるよう
にしていくことになる。それが可能になるように
保育士は，子どもの生活の段階の変化を受けとめ
てその基盤づくりへの提言ができるようにする。
ふともらしてくることばの拾い出しとその意味を
探ることが，子どもの痛みの理解につながり，そ
の先の道のりを探る理解にもつながっていけるよ
うに思われる。
保育士としての勤務のなかでは，このように，
生活のなかから見出した内容についてあったとし
ても，個別事例のことを検討する情報として出し
ていくことはむずかしい。ここで検討したように，
何気ない呟きから取り出していくことで一つの方
向性も見えてくる。保育士が拾わなくてはただ単
に流れてしまう言葉になっていく。日常をともに
することができる保育士だからこそ，見出せるこ
とではないだろうか。しかし，落ち着いてきたか
らこその段階でだされてくる子どもたちの会話の
内容を拾い出して検討することは容易なことでは
ない。日常生活の指導の日々のなかでながれてし
まいがちになる。ただ，その吐露するような言葉
が出せるようになることは，子どもにとっては節
目である。子どもの生活段階の①を経て，②だか
らこそになり，そこで拾いだすことがその後の③
にすすめていくことにもなる。保育士の役割の重
要な要素ではないだろうか。
今後の課題
家庭崩壊により家族の機能を失った所には支援
や援助の手立てが講じられる。児童養護施設や児
童自立支援施設が家族・家庭の代替をし，多くの
おとなの目で見守ってくれるという仕組みがある。
しかしＳＯＳの出し方さえ解らない家庭で育ち，
育ってきた子どもたちが入所してくる一時的に預
かる保護所には，一時保護所だからこその不安か
ら立ち直りの過程のなかでの言動が出されてする。
そこから見えてくるのがこれからの子ども自身の
自立へのカギにもなろう。なぜこのようなところ
にきたのかさえもわからない子どもたちの生活の
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中からみえてくる様相は，単に支援のネットワー
ク体制のとり方，あり方論だけでは理解できない
ことがあるように思われる。子どもを取りまくま
わりの大人たちが，その子どもと，一人の大人と
して向かい合うことができる「場」のなかで，そ
こに属する大人同士が連携をはかり，子どもと双
方向に向かいあうことから動いていくこと，そし
てそこでいわゆる子ども側からみる「お手本」の
生き方を示していけるようにいることなのではな
いかと考える。
今後は，それぞれの大人に求められることにつ
いて，生活をともにする保育士だからこそ見出せ
る保育士のさらなる役割について，個々人の子ど
もとの対応の方法論も含めた検討をすることが課
題となる。
おわりに
児童相談所の一時保護所において対応した子ど
もたちと，保育士としてかかわってきたなかから
検討することで，場における保育士のありかたの
一部がみえてきたように思える。多くの悲惨な事
件の関係者としての子どもたちの生きることを支
えていくには，保護所の機能が欠かせない。あら
ためて保育士の重要な役割を見出したことは連携
のあり方の再検討にもなった。
白梅学園大学教育・福祉研究センターの研究員
としての１年を終える今，研究成果の一部として
まとめさせていただいた。このような機会を与え
ていただけたことで，施設の保育士のあり方を問
いかけることができたように思える。ある意味で
の子どもの「問題」の紐解き方が見えてきたよう
に思えている。従来はともすれば，子どもの「こ
と」に目を奪われて，容易に社会のルールという
枠組みで子どもたちの行動の善し悪しを判断して
きたように思えるが，子どもを生活の場から省み
ることで進め方がわかってきたことも成果の一部
になった。
大変感謝している。
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